
令和3年3月12日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：９０％以上が肯定的な回答をした。

３：８０％以上が肯定的な回答をした。

２：７０％以上が肯定的な回答をした。

１：肯定的な回答が７０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：毎学期実施した。

３：２学期分実施した。

２：１学期分実施した。

１：実施しなかった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：前年度以上に実施した。

３：前年度並みに実施した。

２：前年度より縮小した。

１：継続できないものがあった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員（全学級）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：平日及び土曜日の公開を５回以上実施した。

３：３～４回実施した。

２：１～２回実施した。

１：１回未満の実施であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

１：
８
０％
未満 Ｄ 0理科・サイエンスコミュニケーション科を重

点として、対話を通して、主体的に問題解
決する力を育む授業を行い、科学教育を
推進する。

4

4

　「学校での学習を通して、自
分の力が高まり、成長した」
と、回答した児童は、９３％で
ある。児童は、様々な教科の
学習を通して、自分の学力の
伸びを実感していると言える。
自由記述からは、特に高学年
では、自分の考えを書きまと
めたり発言したりすること、考
えを友達と伝え合うことなどと
いった活動で自分の力が高
まった。成長したと感じている
と伺える。一方、高まりを感じ
られていない児童は、７％弱で
ある。特に４年生以上の高学
年に上がるにつれて増える傾
向にある。背景には、学習内
容が高度になることや、塾等
の学校以外の学習の場が広
がることも考えられる。学校と
して、どの児童にも、達成感を
得られるように授業を工夫した
り改善したりする必要がある。

Ａ 7

・セキュリティー対策は大変だと思うが、一人一
台タブレット配布になったのでインターネットリ
テラシー教育を推進してほしい。
・サイエンスコミュニケーション科に代表される
プレゼンテーションやディベート的な授業は他
校ではなかなか体験できず、児童のやる気を
生み、社会性が育まれていくと思います。
・学校からの帰り道で子ども同士が今日習った
興味のあることについて楽しそうに意見交換し
ていた。自分の主張を言い合えることは相手の
気持ちも分かり合えるのではないか。先生方の
指導に感謝です。
・マニュアル世代ですのでリテラシーの能力を
育てるのは大変だと思います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4
３：
８
５％
以上

Ｂ 0

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

4
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コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

　児童アンケートで「学
校での学習を通して、
自分の力が高まり成長
した。」の肯定的な回答
の割合(４段階上位２位

までの割合）
371人回答／398人中
肯定的回答93.2％）
(アンケート回答率

98％）

４：
９
０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

学校
公開
未実
施

　「友達と遊んだり、勉強したり
するのが楽しい」と、回答した
児童は、９７％であり、昨年度
より２％増加した。児童は、友
達との関わりの中で、学校生
活を肯定的に捉え、社会性や
相手を思いやる態度を学び、
成長している。特に今年度は、
臨時休業に伴い、長きにわ
たって友達と関わることができ
なかったことも、改めて友達と
関わる楽しさを実感することに
つながっているようだ。しかし、
日々の生活において、友達関
係のトラブルは避けられない。
些細なことも見逃さず、早期対
応を心掛けていく必要がある。
引き続き、学校全体として児
童の様子を把握する時間を設
定し、生活指導夕会等で教員
間の共通理解を図っていく。ま
た、課題については、解決に
向けて、いじめ対策委員会や
問題行動対策委員会等を通し
て組織的に対応し、児童や保
護者の立場に寄り添いながら
解決していく。

4

4

4

-

学校公開を実施していないため、ア
ンケート未実施。

３：
８
０％
以上

２：
７
０％
以上

１：
７
０％
以下

3

4

4

4

4

4

4

3

１：
６
０％
以下

・コロナ対策との両立は難しいと思うが、児童
同士のコミュニケーションは確保してほしい。
・普遍主義で生きる大人さえもいないのに、子
供にそれを学ばせるのも大変かと。
・コロナ禍で精神的にも不安な児童もいると思
うので、担当の先生だけではなく、教職員の皆
様で共有し、見守って頂けると安心できると思
います。

・コロナ禍の中、残念ながら成果にあらわれて
こなかったが、教員の取り組みには評価でき
る。
・外出や友達と遊ぶ機会も減っているので、ぜ
ひ授業で運動をしてほしい。とても貴重な機会
です。
・こういう状況下ですから止むを得ないと思い
ます。
・自由に校庭を遊びが出来ず、練習もままなら
なかった１年なので、結果が例年より低いのは
仕方ないとおもいます。

・コロナ禍の中残念ながら成果を測定できな
かったが、教員の取り組みは評価できる。
・サイエンスフェスティバルでは、例年通りの学
習内容とはいかなかったと思いますが、子供た
ちは生き生きと発表しており先生方の指導のお
かげと痛感した。
・こういう状況下故、当然かと思います。

4

4

・先生の取掛けに対し、子どもたちが活発に意
見を述べていてとても良い雰囲気だと思った。
・定言命法を体得させるのも大変です。
・コロナ禍で全てが手探りの１年だったと思いま
すが、先生方が子供たちの学習意欲を高める
授業をされた結果だと思います。

　「学習が楽しい」と、回答した
児童は、９５％であり、昨年度
より２％増加した。コロナ禍で
はあるが、臨時休業明けから
多くの児童が、学校に通いな
がら、前向きに楽しんで学習
に取り組んでいることが伺え
る。
　一方、５％の児童は、肯定的
に捉えられていない。全ての
児童が、「分かった。」「でき
た。」という学びの楽しさを味
わえるように、どの教科におい
ても、授業の改善に取り組む
必要がある。

7

0

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

4

4

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

健康で活力ある生活を創り出す力を育てる
ため、「元気いっぱい○年生」の取り組みを
毎学期実施する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

「たてわり班」活動を活用した取り組みを計
画的に行い、異学年交流の充実を図る。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

サイエンススクールとして、の環境整備を
行うとともに、理科・サイエンスコミュニケー
ション科の授業力向上を図るための研究
授業を行う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

面談
未実
施

2

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

2

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

学習のつまずきを把握し、繰り返しの学習
を通して、基礎学力の定着を図るため、東
京ベーシックドリル診断シート（Ａ、Ｂ、Ｃ）
を、毎学期実施する。

１：
７
０％
以下

4

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

学校行事・授業における児童の学びの様
子の理解を図り、家庭・地域と連携して児
童を育てるため、平日及び土曜日の授業
を公開する。

4

2

２：
６
０％
以上

１：
６
０％
以下

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

3

３：
７
０％
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・保護者アンケートで「学校は、地域、外部
の力（学習の専門家）を子供たちの教育活
動に活かしている。」を指標とした。
　肯定的な回答（4段階中上位2位までの回
答）は、94.1％であった。
　昨年度と指標項目を変更したため、（昨
年度の指標項目は、「子供たち一人一人
の活動が充実している。」で、昨年度は
95％であった。）前年度比較はできない
が、9割以上の保護者に、専門家や地域の
方々に御協力いただき、教育活動を進め
ていることを御評価いただいており、本校
の教育活動への期待が大きいと捉えてい
る。

・今年度は、「おおたサイエンススクール」
10年目となり、「サイエンスコミュニケーショ
ン科」の学習も8年目となる。一昨年度にそ
の研究成果を発表し、昨年度より第２ス
テージと位置付け、昨年度は、これまでの
まとめ。今年度からは、新単元の開発に取
り組み始めた。
　今後も、子供たちの確かな学力を向上さ
せる授業改善を日常的に続けていくだけで
はなく、それを保護者に理解いただけるよ
う、情報発信にも努めていく。

・コロナ禍の中でも東工大の先生方が小学校
へ来てくださり、研究について教えてくださる機
会は大変ありがたい。
・コロナ禍の中一致団結して終息を迎えましょ
う。
・今年度はとにかく乗り越えるだけでもご苦労
が絶えなかったと存じます。
・新しいことを受け入れつつ、従来の清水窪小
学校の良さ、地域との関係性や「どの子もわが
子」の考えは継承してほしいと思います。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

5

1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

研究室訪問、国際理解のための交流等、
東京工業大学・地域と連携した教育活動を
実施する。

学校関係者記入欄

6

1
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大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

　・児童数：４０３、学級数：１２、教員数：１８
　・平成２３年度より「おおたサイエンススクール」指定校（おおた教育振興プラン　大田区教育委員会　理科教育研究推進校）
　・平成２５年度より　文部科学省教育課程特例校　サイエンス・コミュニケーション科新設

児童アンケートで「友達
と遊んだり、勉強したり
するのが楽しい」の肯
定的な回答の割合(４

段階上位２位までの割
合）

385人回答／398人中
肯定的回答96.7％）
(アンケート回答率

98％）

　保護者アンケートで
「学校は、地域、外部
の力（学習の専門家）

を子供たちの教育活動
に活かしている。」の肯
定的な評価の割合（４
段階上位２位までの割

合）
（319人／339人中　肯

定的回答94.1％）
（アンケート回答率

83.5％）

目標に対する成果指標

２：
８
０％
以上

４：
９
５％
以上

0
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0

0
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0

0

0
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Ｂ

３：
７
０％
以上

２：
６
０％
以上

４：
９
５％
以上

４：
９
５％
以上

３：
８
０％
以上

２：
７
０％
以上

２：
７
０％
以上

１：
７
０％
以下

B

２学期に取り組んだ、体育の「持久
走」において、初期の記録と、学習後
の記録とを比較し、記録が向上した
児童の割合とした。
　体育科の学習では、全学級で、授
業はじめに５分間持久走を行い、計
画的に体力向上を図った。また、12
月には、「持久走大会」を開催し、児
童の意欲を高めた。
　記録が向上した児童の割合が70％
であった。
　30％の児童においては、例年行っ
ていた、休み時間の持久走練習（全
学年）や早朝持久走練習（５・６年生
のみ）がコロナ対応で、行えなかった
ため、このことが影響していると考え
る。また、休み時間の校庭遊びでも、
毎日全学年が遊べるのではなく、曜
日を決めて、遊べる日を限定したこと
も影響していると考えている。

0

　保護者による公開授
業アンケートにおいて
肯定的な評価の割合
（(４段階上位２位まで

の割合）

　持久走の記録が向上
した児童の割合

Ａ

0

　児童アンケートで「学
習が楽しい」の肯定的
な回答の割合(４段階
上位２位までの割合）
(379人回答／398人中
肯定的回答95.2％）
(アンケート回答率

98％）

1

Ｃ

Ｄ

４：
８
５％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：
８
５％
以上

Ｄ

３：
８
０％
以上


